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社会の意見を反映したアジェンダの作成

• 「フューチャー・アース：日本が取り組むべき国際的優先
テーマの抽出及び研究開発のデザインに関する調査研究」
JST/RISTEX (H26-28年度)

• 「日本における戦略的研究アジェンダ」
を作成する

• 研究アジェンダ：
今後取り組むべき研究課題とテーマのリスト

• Japan Strategic Research Agenda（JSRA）



JSRAの特徴
1. あらゆる地球環境問題と持続可能な社会に向けた課題が対象

2. 研究者だけでなく、社会の意見を反映するため、
市民、行政、産業界、専門家
の4グループから課題を収集する

3. 研究者と研究者以外の専門家が優先課題を一緒に選ぶ



JSRA作成プロセス



市民インタビュー
• 2015年3月と9月
• 東京・大阪
• 首都圏と関西に住む20代～70代男女

371課題



行政（自治体）インタビュー
• 2015年11～12月
• 京都市・亀岡市・豊岡市（兵庫）・大野市（福井）
飯田市（長野）・熊本市・水俣市・滋賀県

• 市の職員（環境事業担当者）、市長、県知事

74課題



産業界インタビュー
• 2015年12月
• 東京（経団連）
• 企業内環境関連部門担当者（6名）

12課題



専門家アンケート
• 2015年12月－2016年1月
• １人５課題まで回答可
• 70名が回答

188課題



ワークショップ
• 2016年1月21~22日（2日間）・京都
• 参加者38名（研究者19名、研究者以外19名）
• 議論・投票・テーマ分け

107課題・10テーマ



JSRA 10テーマ
1. 食料の持続的な生産・加工・流通・消費
2. 温暖化の予測・影響・適応・緩和
3. 生物多様性と生態系保全
4. 地球環境の変化がもたらす健康への影響
5. 持続可能なエネルギー・資源の開発・

アセスメント・管理・イノベーション
6. 持続可能な地域社会
7. 都市と農村の相互作用
8. 社会経済の発展と環境保全の両立
9. 環境と文化、ライフスタイル、価値
10. リテラシー・対話・意志決定



課題例
• 食料廃棄物をどうやって削減するか？

• 20～100年後の温暖化とその影響を予測する手法は何か？

• 生物多様性を維持することは、誰にとってどのような意義があるか？

• 健康に被害を与える越境汚染を解決するにあたって、どんな国際協力が
必要・可能か？

• 未利用のエネルギーを活用するにはどうしたらよいか？

• 地域で循環する適正規模の経済システムをどう構築するか？

• 都市問題を解決するために、都市－農村の全体を考えた都市デザインは
どのようなものか？

• 途上国における社会経済的発展と生物多様性保全を両立させるにはどう
したらよいか？

• 世界の地域ごとに存在する自然や文化にもとづく価値観が、環境問題解
決に果たす役割は何か？

• 福島原発事故の経験から何を学び、伝えるべきか？





JSRA課題とテーマの特徴

•課題提案者：7割がステークホルダー

•51％ステークホルダー（市民・行政・企業）

•29％専門家（研究者・WS参加者）

•20％双方

•分野別

•自然科学・技術的課題：1割

•社会科学的課題：5割

•複合的課題（学際的、分野不特定、複数分野）：4割



JSRAとSRA2014の比較

JSRA SRA2014
Socio-economic development Global development (FE theme)

Climate change Decarbonisation (Challenges)

Biodiversity Natural capital (Challenges)

Food Nexus (Challenges)

Energy Nexus (Challenges)

Health Health 

Urban and rural areas Cities / Rural futures (Challenges)

Local communities (10) - (5)

Culture, lifestyle and values (10) - (10)

Literacy, dialogue and decision making (13) - (9)



JSRAｰ成果の公表と活用例

•成果報告会
•パンフレットの作成・配布
•動画の制作（you tube公開）
•アンケート
•国内外の学会・会議での発表
•授業・講義での利用



アンケート調査

•120優先課題について、研究の重要性を
問うアンケートを実施

•約7000名が回答
•各課題について、「調査することが重要
と思うかどうか」
• 70％以上が重要：61課題
• 60％以上が重要：109課題



重要だと思う人が多い課題 重要だと
思う

重要だと
思わない

わから
ない

1 福島原発事故の経験から何を学び、伝えるか？ 83.3% 8.7% 8.0%

2 食料廃棄物をどうやって削減するか？ 83.2% 9.4% 7.4%

3 産業廃棄物を処理・再活用できる技術・方策は何か？ 82.5% 8.6% 9.0%

4 国の食料自給率の向上のためにはどうすればよいか？ 81.6% 10.5% 7.9%

5 ごみ問題の根本解決のためにリサイクルが果たす役割は何か？ 80.6% 11.0% 8.3%

重要だと思う人が少ない課題 重要だと
思う

重要だと
思わない

わから
ない

1 宗教的価値観が環境保全に果たしている役割は何か？ 33.7% 45.8% 20.5%

2
融資・投資が環境を保全した開発に結び付くにはどうしたらよ
いか？ 53.6% 26.3% 20.1%

3
絶滅危惧種を保全するにあたって、他の種を交配することに対
する価値観をどのように考えるか？ 55.3% 26.6% 18.1%

4 小規模でも環境ビジネスが成り立つにはどうしたらよいか？ 55.6% 27.9% 16.5%

5
環境政策の意思決定に多様な立場（女性、ジェンダー、ダイ
バーシティ、マイノリティ、サイレントマジョリティ、将来世
代）からの意見を取り入れるためにはどうすればよいか？

56.0% 24.3% 19.7%
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